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靱
本
稿
は
、
ド
ゥ
ル
ー
対
ナ
ン
事
件
（∪
『①ヨ
´
Ｚ
・Ｂ

（〓
Ｓ
）
卜
ρ
切
・

∪
ふ
８
）
〔控
訴
院
判
決
〕
の
全
部
、
お
よ
び
、
ヨ
ン
グ
対
ト
イ
ン
ビ
ー

事
件
（く
８
崎
ｏ
メ
↓
屁
ユ
σ
８

ロ
ロ
呂
Ｈ
【
・
”
ド
３

〔控
訴
院
判
決
〕

の
前
半
部
分
（事
実
と
当
事
者
間
の
訴
答
手
続
の
部
分
）
、
の
全
文
訳
で

あ
る
。
ヨ
ン
グ
対
ト
イ
ン
ビ
ー
事
件
の
後
半
部
分

（判
決
部
分
）
の
全

文
訳
と
、
こ
０
二
つ
の
判
決
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題

と
し
た
い
。

ド
ゥ
ル
ー
対
ナ
ン
事
件
（ｕ
δ
モ
≦
ｚ
Ｅコ
コ
貧
∞
ヽ
じ
ヽ
０
・
甲
口
ｏ̈
ｏ
じ

〔控
訴
院
判
決
〕
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本
件
は
、
被
告
が
精
神
障
害
含
房
営
Ｃ
で
あ
っ
た
間
に
、
商
人
に
よ
っ

て
被
告
の
妻
に
そ
の
注
文
に
応
じ
て
供
給
さ
れ
た
商
品
の
代
金
を
回
復

し
よ
う
と
し
て
提
起
さ
れ
た
訴
訟
で
あ
る
。
以
下
の
事
実
が
メ
ラ
ー
裁

判
官
の
面
前
に
お
い
て
な
さ
れ
た
事
実
審
理
で
証
明
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
被
告
の
妻
は

一
八
七
二
年
に
原
告
と
取
引
を
始
め
た
。
被
告
は
妻

が
い
く
つ
か
商
品
を
注
文
し
た
時
に
そ
の
場
に
い
て
、
そ
の
代
金
の
支

払
も
し
て
い
る
。　
一
八
七
三
年
に
被
告
は
病
気
に
な
り
、
そ
の
年
の
十

一
月
に
被
告
は
代
理
人
↑
鴨
二
）
に
自
分
の
全
収
入
を
妻
に
払
う
よ
う

『れど「い物［日瑯師はＭは』詢刹一”琳「用一時螂̈
嘩臓

ま
で
精
神
病
院
に
収
容
さ
れ
た
。
被
告
が
精
神
病
院
に
い
た
間
に
、
か

一
八
九

「イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
本
人
無
能
力
時
の
任
意
代
理
権
存
続
に
関
す
る
二
つ
の
先
例

―
―
ド
ゥ
ル
ー
対
ナ
ン
事
件
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∪
お
１
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・
Ｚ
ロ
ロ
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ヨ
ン
グ
対
ト
イ
ン
ビ
ー
事
件
（く
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目
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れ
の
妻
は
原
告
に
商
品
を
注
文
し
、
原
告
は
妻
に
付
け
で
商
品
を
供
給

し
た
。
原
告
は
被
告
が
精
神
障
害
で
あ
り
、
精
神
病
院
に
監
禁
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
原
告
は
被
告
の
収
入
が
妻
に
支

払
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
。
被
告
は
、　
一
八
七
七

年
四
月
に
理
性
の
作
用
を
回
復
し
、
そ
の
六
月
に
、
妻
に
与
え
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
自
分
の
代
理
人
と
し
て
行
動
し
た
り
、
自
分
の
信
用
を

担
保
と
し
た
り
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
限
を
撤
回
し
た
。

メ
ラ
ー
裁
判
官
は
、
被
告
が
精
神
病
院
に
収
容
さ
れ
て
い
た
間
の
被

告
の
妻
の
収
入
が
彼
女
が
生
活
す
る
の
に
十
分
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に

つ
き
陪
審
に
尋
ね
る
の
を
拒
否
し
、
も
し
被
告
の
妻
が
行
っ
た
こ
と
が

被
告
が
妻
と

一
緒
に
生
活
し
て
い
た
間
に
取
ら
れ
て
い
た
方
法
に
従

っ

た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
原
告
は
勝
訴
す
る
資
格
が
あ
る
と
陪
審
に

説
示
し
た
。
陪
審
は
原
告
勝
訴
の
評
決
を
下
し
た
。

被
告
は
再
審
理
を
女
王
座
部
に
申
し
立
て
た
が
、
そ
の
申
立
は
拒
否

さ
れ
た
。
当
裁
判
所

へ
控
訴
が
な
さ
れ
た
結
果
、
説
示
の
誤
り
を
根
拠

に
再
審
理
を
求
め
る
仮
命
令
が
認
め
ら
れ
た
。

一
八
七
八
年
十

一
月
二
十
二
日
。
原
告
側
の
ウ
ィ
リ
ス
勅
選
弁
護
士

が
、
（ア
ー
ル
・
オ
ウ
・
ビ
ｌ
ｏ
レ
イ
ン
弁
護
士
と
と
も
に
）
訴
訟
原
因

を
開
示
し
た
。
メ
ラ
ー
裁
判
官
の
説
示
は
正
当
で
あ
っ
た
。
信
用
を
与

え
る
者
が
精
神
障
害
が
介
在
し
た
こ
と
を
知
ら
な
い
の
な
ら
ば
、
精
神

障
害
に
な
る
人
の
信
用
を
担
保
に
入
れ
る
権
限
は
精
神
障
害
に
よ
っ
て

撤
回
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
被
告
は
、
被
告
の
妻
が
被
告
の
代
理
人
と

し
て
行
動
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
と
原
告
が
推
定
す
る
資
格
を
有
す

る
ょ
う
に
、
自
分
自
身
で
行
動
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ラ

イ
ア
ン
対
サ
ム
ス
事
件

〔”
〕ヽ
”・
メ
∽
Ｒ
３
・
に
Ｄ
・
”

ふ
ｏ
Ｉ
『
ｒ
「

（ρ

”
）
Ｎざ
〕
か
ら
導
か
れ
る
原
則
の
適
用
範
囲
内
に
あ
る
ジ
ョ
リ
ー

対
リ
ー
ズ
事
件

Ｃ
ｏ
】ぞ
メ
”
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・
３

ｏ
・
”

（Ｚ
・
∽
・）
露
″

器

ｒ
こ
・

（０
”
）
民
己

は
本
件
に
適
用
さ
れ
な
い
。
精
神
障
害
者
３
５
”
Ｌ
ｅ
は
、

契
約
の
相
手
方
が
か
れ
が
精
神
障
害
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
な

ら
ば
、
自
ら
締
結
し
た
合
理
的
な
契
約
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
。
ブ

ラ
ウ
ン
対
ジ
ョ
ッ
ド
レ
ル
事
件

〔ω
８
ヨ
Ｂ

く
・
『ｏ
Ｏ
キ
①Ｆ

〓
Ｏ
ｏ
Ｐ
”

〓
・
８
３
、
バ
ク
ス
タ
ー
対
ポ
ー
ツ
マ
ス
の
伯
爵
事
件

（口
”
諄
Ｒ

く
。

同
”ユ

ｏ」
「
ｏユ
リ
Ｂ
ｏ菫
け
ヽ
Ｎ
”
ｋ
ｒ
Ｏ
・
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一
∪
鑽
場
一ｏ【
く
。
Ｕ
”Ｌ

ｏｈ

『
ｏユ
貿
Ｐｏ●
手
の
名
で
、
「
口
”
”
ふ
ド
〕、
モ
ル
ト
ン
対
キ
ャ
ム
ル
ー

事
件

〔〓
ｏ
一けＯ●
メ
０
目
員
ｏ●
メ
Ｎ
”
ド
ぁ
Ｆ

“
ｒ
・
｝
Ｏ
ｘ
・）
８
。
〓

同
凶
。
（ν
工

∪
ｘ
Ｌ
ｒ

誌
ｒ
｝
ｏ
ｘ
・）
ω８
〕
を
参
照
。
本
件
に
お
い
て

は
、
原
告
は
被
告
が
精
神
障
害
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
は
デ
イ
ン
対
カ
ー
ク
ウ
ォ
ー
ル
子
爵



夫
人
事
件

〔∪
”
口
①
メ
く
】ｏｏ
８
５
け８
∽
パ
【詳
１
”
Ｆ
∞
９
鮨
”
Ｒ
３

に

お
い
て
パ
ッ
ト
ソ
ン
裁
判
官
が
依
拠
し
た
原
則
の
適
用
範
囲
内
に
は
な

い
。
エ
ク
イ
テ
ィ
に
お
い
て
さ
え
、
精
神
障
害
者
の
締
結
し
た
契
約
は
、

そ
れ
が
公
正
で
そ
の
者
の
疾
患
に
つ
い
て
通
知
が
な
さ
れ
ず
に
締
結
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
ニ
ー
ル
対
モ
ー
リ
ー
事
件
〔Ｚ
いｏ
【一
ド
〓
Ｒ
一ｏ
い
０
く
ｏの工
認
〕

参
照
。
精
神
障
害
者
は
代
理
人
を
任
命
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
法
理
は
一
定
の
制
限
に
服
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ス

テ
ッ
ド
対
ソ
ー
ン
ト
ン
事
件

〔９
８
●
メ

↓
●
８
，
一ｏ炉

ω
”
・鮨
＞
Ｐ

〓
が
己
は
、
金
銭
を
受
け
取
っ
た
時
点
で
、
被
告
は
自
分
の
本
人
で
あ

る
と
主
張
し
た
者
が
精
神
障
害
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
に
ち
が
い

な
い
と
い
う
事
例
に
関
す
る
事
件
で
あ
っ
た
。
タ
ー
バ
ッ
ク
対
ビ
ス

フ
ァ
ム
事
件

〔↓
，
３
●
ｏＦ
メ
ロ
選
，
，
日
ヽ

〓
・”
ョ
ζ
・誅
）
巴

に

お
い
て
、
パ
ー
ク
財
務
府
裁
判
所
裁
判
官
は

「精
神
障
害
者
は
代
理
人

を
任
命
す
る
能
力
が
な
い
」
と
述
べ
た
が
、
こ
の
傍
論
は
、
精
神
障
害

が
介
在
し
た
後
に
は
精
神
障
害
者
は
代
理
人
を
任
命
で
き
な
い
、
と
い

う
こ
と
を
単
に
指
摘
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
も
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
リ
ー
ド
対
ン
ガ
ー
ド
事
件

〔”
ｏ”
０
メ
ｒ
ｏｍ
ミ
，
ｏ

”
ド
８
Ｐ
８
ｒ
「
Ｏ
ｘ
・）
８
８

で
は
、
夫
は
自
分
が
精
神
障
害
で
あ
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る
間
に
妻
に
提
供
さ
れ
た
生
活
必
需
品
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
と
判
示

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
判
例
は
夫
と
妻
と
の
間
に
存
す
る
関
係

に
基
づ
い
て
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
に
と
っ
て
は
重
要
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
が
原
告
の
た

・め
に
認
め
ら
れ
う
る
。
し
か
し
、
リ

チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
対
ド
ゥ
・
ボ
イ
ス
事
件

〔凛
ｏＦ
ミ
，
ｏ
●
メ
∪
●
国
ｏ
Ｆ

ｒ
，
１
”
ｏつ
ｕ
ρ

”

望
〕
で
は
、
本
件
と
同
様
の
法
理
に
基
づ
い
て
、

精
神
障
害
の
夫
は
妻
を
自
ら
の
代
理
人
で
あ
る
と
し
て
原
告
に
表
示
し

て
い
な
い
の
で
責
任
を
負
わ
な
い
、
と
判
示
さ
れ
た
。
デ
イ
ブ
イ
ド
ソ

ン
対
ウ
ッ
ド
事
件

〔∪
”
■
，
ｏ
●
メ
ヨ
ｏ
ｏ
Ｐ
Ｈ
口

「
”
∽
ふ
Ｆ

Ｓ

ｒ
・

「
６
●
・）
卜
８
〕
に
お
い
て
は
、
夫
が
精
神
障
害
の
間
に
妻
に
前
貸
し
さ

れ
、
妻
の
必
要
経
費
の
支
払
に
あ
て
ら
れ
た
金
銭
に
対
し
て
、
遺
言
者

の
遺
産
に
不
利
な
証
明
が
認
め
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

［プ
ラ
ム
ウ
ェ
ル
控
訴
院
裁
判
官
。
デ
イ
ブ
ィ
ド
ソ
ン
対
ウ
ッ
ド
事
件

〔∪
”
く
こ
の
ｏ
・
メ
Ｊ
ざ
ｏ
，
日
∪
。
「
”
∽
・
卜
ｏ
釧
〕
ω
Ｎ
ｒ
。
「
６
》
し
ヽ
ｏ８

は
、
現
在
当
裁
判
所
に
係
属
中
の
本
件
に
は
関
係
な
い
。
す
な
わ
ち
、

デ
イ
ブ
イ
ド
ソ
ン
対
ウ
ッ
ド
事
件
は
単
に
生
活
必
需
品
に
関
す
る
責
任

に
つ
い
て
の
事
件
で
あ
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
は
そ
う
で
な
い
も
の
の
、

エ
ク
イ
テ
ィ
上
は
、
生
活
必
需
品
に
使
わ
れ
る
た
め
に
妻
に
前
貸
し
さ

れ
た
金
銭
に
つ
い
て
、
夫
は
返
済
義
務
を
負
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九

一



ジ
ェ
ン
ナ
ー
対
モ
リ
ス
事
件

〔お
目
【Ｑ
メ
〓
ｏｌ
●
ω
口
り
。”
「
お
〕

８

ｒ
｝
（Ｑ
じ

ω８
〕
参
照
。］

被
告
の
弁
護
士
は
、
ス
ト
ウ
リ
の
代
理
法

（第
七
版
）
の
第
十
八
章
四

八
一
条

３
ざ
崚
ｏＦ
許
硬
】ｏメ
ト
・
ま
も
ミ
・あ
Ｆ
■
，
ｏＯ
も

に
依
拠

し
よ
う
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
付
さ
れ
た
註
で
引
用
さ
れ

て
い
る
権
威
的
典
籍
は
、
本
文
で
規
定
さ
れ
た
法
理
に
疑
い
を
投
げ
か

け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。権
威
的
典
籍
は
チ
テ
ィ
ー
の
契
約
法
（第

十
版
）
零
ド
【けｔ
ｏ●
Ｏ
ｏ諄
８
ｏけりヽ
３
』
。や
お
ω
（８
，
ｏＯ
も

の
第
二

章

一
三
二
頁
に
収
集
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
精
神
障
害
者
が
善
意
で

３
ｏ●
ジ
識
０
こ
自
分
と
取
引
し
た
相
手
方
と
の
間
で
締
結
し
た
契
約
に

つ
き
責
任
を
負
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
マ
ン
ビ
ー
対
ス

コ
ッ
ト
事
件

〔〓
，３
Ч
メ
∽
８
Ｆ

日
聟
ｅ
〓
じ

で
は
、
心
神
喪
失
者

含
Ｒ
ｏｃ
は
家
の
管
理
人
と
し
て
の
自
分
に
提
供
さ
れ
た
生
活
必
需
品

に
つ
い
て
責
任
を
負
う
、
と
裁
判
官
の
う
ち
二
人
が
判
示
し
た
。

被
告
側
の
ホ
ー
ン
・ペ
イ
ン
弁
護
士
。
メ
ラ
ー
裁
判
官
は
陪
審
に
誤
っ

た
説
示
を
与
え
た
。
証
明
さ
れ
た
事
実
に
よ
れ
ば
、
原
告
は
勝
訴
の
評

決
を
受
け
る
資
格
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。　
一
般
的
な
準
則

に
よ
れ
ば
、
精
神
障
害
者
は
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
精

神
障
害
者
は
生
活
必
需
品
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
こ
と
が
あ
る
が
、
本

件
で
は
提
供
さ
れ
た
商
品
が
被
告
の
妻
に
と
っ
て
生
活
必
需
品
で
あ
っ

た
と
は
認
定
さ
れ
て
い
な
い
。
精
神
障
害
者
は
婚
姻
に
つ
き
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
対
リ
ー
ン
事
件
〔国
８
ヨ
甲

い品

メ
リ
８
●
ｏ。Ｎ
り
巨
】〓
日
・Ｕ
８
】・ｏ
お
ふ
８

参
照
。
精
神
障
害
者
は

自
分
に
負
担
を
課
す
る
こ
と
の
あ
る
い
か
な
る
契
約
に
よ
っ
て
も
拘
束

さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。
ハ
ワ
ー
ド
対
デ
ッ
グ
ビ
ー
事
件
〔口
∝■
ミ
０
メ

∪
い一３
メ
Ｎ
Ｏ
・”
「
。
３
♪
詳
，
８
じ

参
照
。

精
神
障
害
者
は
代
理
人
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ス
テ
ッ
ド

対
ソ
ー
ン
ト
ン
事
件

〔９
８
０
メ
哺
Ｆ
Ｒ
ュ
ｏＦ
ω
”
鮨
＞
Ｐ
〓
が
己
、

タ
ー
バ
ッ
ク
対
ビ
ス
フ
ァ
ム
事
件

〔↓
”３
８
ド
メ
ロ
超
Ｆ
日
ヽ
〓
・”

ョ
。Ｎ
誅
，
Ｐ
パ
ー
ク
財
務
府
裁
判
所
裁
判
官
の
判
示
部
分
。〕
参
照
。

ス
ト
ウ
リ
の
代
理
法
の
第
二
章
六
条

〔誓
ｏ囀

ｏ●
≧
お
月
メ

魯
』
・

●
賀
。３
は
、
心
神
喪
失
者
（【一
】ｏお
）
と
精
神
障
害
者
（【Ｅ
“け】ｏｏ
は
全
く

代
理
人
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
端
的
に
規
定
し
て
い

る
。
自
ら
の
事
務
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
ら
の
行
為
の
結
果

を
判
断
で
き
な
い
者
は
、
生
活
必
需
品
以
外
の
商
品
に
関
す
る
契
約
に

つ
い
て
責
任
あ
り
と
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
本
人
死
亡
の
時
点
で
、

代
理
人
の
代
理
権
は
消
滅
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
妻
は
夫
の
死
後
そ
の

遺
産
を
拘
束
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ブ
レ
イ
ズ
対
フ
リ
ー
事
件



〔国
“
０
８
´
マ
８
，
０
”
”
ｏ
Ｌ
Ｑ
〕
参
照
。
ま
た
、
夫
の
死
亡
を
知

ら
ず
し
て
夫
に
代
っ
て
契
約
を
締
結
し
た
妻
は
、
個
人
的
な
責
任
を
負

わ
な
い
。
ス
マ
ウ
ト
対
イ
ル
ベ
リ
ー
事
件

〔∽
日
ｏ
諄

く
。
Ｈ【げ
ｏ
長
ヽ
８

〓
・仲
ヨ
・
じ
参
照
。
こ
れ
と
同
様
の
原
則
が
、
本
件
に
適
用
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
精
神
障
害
者
は
、
あ
た
か
も
死
亡
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、

行
為
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
自
ら
が
精
神
障
害
で
な
い
間

に
任
命
し
た
代
理
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
行
為
に
つ
き
、
責
任
あ
り
と

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
本
人
は
自
ら
の
精
神
的
虚
弱
性
の
ゆ
え
に
、

代
理
人
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
、
自
分
に
代
っ
て
な
さ
れ
た
と
主
張

さ
れ
て
い
る
行
為
に
つ
い
て
自
分
の
責
任
を
否
定
し
た
り
す
る
力
が
な

い
の
で
あ
る
。

後
日
言
渡
判
決
。

一
八
九
七
年
五
月
二
十
日
。
以
下
の
判
決
が
下
さ
れ
た
。
―
―

プ
レ
ッ
ト
控
訴
院
裁
判
官
。
本
控
訴
は
、
何
ら
か
の
明
瞭
な
原
則
に

よ
っ
て
解
決
で
き
る
か
ど
う
か
確
か
め
る
た
め
に
、
主
と
し
て
私
の
責

任
で
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

問
題
に
関
す
る
法
は
非
常
に
満
足
の
ゆ
か
な
い
根
拠
に
基
づ
い
て
存
在

法
政
研
究
二
巻
一
号

（
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し
て
い
る
、
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。

本
訴
訟
は
メ
ラ
ー
裁
判
官
の
下
で
審
理
さ
れ
た
も
の
で
、
被
告
が
精

神
障
害
の
間
に
原
告
に
よ
っ
て
被
告
の
妻
に
提
供
さ
れ
た
ブ
ー
ツ
と
靴

の
代
金
を
回
復
し
よ
う
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
被
告
が
精

神
障
害
に
な
る
前
に
、
自
分
に
代
っ
て
行
動
す
る
絶
対
的
な
代
理
権

↑
げ
８
】二
ｏ
”
●
，
Ｒ
一ぞ
）
を
妻
に
与
え
て
お
り
い
そ
の
絶
対
的
な
代
理
権

を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
原
告
に
妻
を
表
示
し
て
い
た
こ
と
に
つ

い
て
は
争
い
が
な
い
。
そ
の
後
、
被
告
は
精
神
障
害
含
ａ
”
ｏ
こ
に
な
り
、

自
分
自
身
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
被
告
の
精
神

障
害
含
房
”
ユ
ぞ
）
は
、
被
告
が
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
し
た
で
あ
ろ
う

契
約
相
手
の
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
被
告
が
こ
の
よ

う
な
精
神
錯
乱
状
態
に
あ
っ
た
間
に
、
彼
の
妻
は
、
被
告
の
精
神
障
害

に
つ
い
て
何
ら
通
知
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
原
告
に
商
品
を
注
文
し
、

原
告
か
ら
商
品
の
提
供
を
受
け
た
。
被
告
は
、
し
ば
げ
く
の
間
、
精
神

病
院
に
収
容
さ
れ
た
が
、
後
に
正
気
に
復
し
た
。
そ
し
て
、
被
告
は
、

自
分
が
妻
に
与
え
た
代
理
権
は
自
分
の
精
神
障
害
に
よ
っ
て
消
滅
し
た

の
で
あ
り
、
妻
の
注
文
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
商
品
の
対
価
に
つ
い
て

自
分
は
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
訴
訟
原
因
に

対
し
て
答
弁
を
し
た
。
メ
ラ
ー
裁
判
官
は
、
被
告
の
精
神
障
害
の
程
度

一
九
二
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リ
ス
に
お
客

交
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醒

屋

星

彊

震

に
関
菖

一あ

喬

―

ド
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島
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澤
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●
７
目

爵

０
お
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昌
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と
ヨ
ン
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ト
イ
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婁
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亀
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澪

口
菖

暴

〓
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１
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こ

一
九

四

に
つ
い
て
は
陪
審
に
対
し
て
争
点
と
し
な
か
っ
た
が
、
法
律
問
題
と
し
　
　
　
消
滅
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
結
論
は
別
の
本
人
が
創
り
出
さ
れ
る
と

て
、
原
告
は
権
利
を
回
復
す
る
資
格
が
あ
在
と
事
実
上
説
示
し
た
。
被
　
　
　
い
う
状
況
か
ら
生
じ
る
、
と
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
破
産
に
際

告
の
精
神
障
害
は
私
が
既
に
指
摘
し
た
程
度
に
は
達
し
て
い
た
と
考
え
　
　
　
し
て
は
受
託
者
が
本
人
と
な
る
。
死
亡
に
際
し
て
は
、
不
動
産
に
つ
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
続
人
や
受
遺
者
が
本
人
と
な
り
、
動
産
に
つ
き
遺
言
執
行
者
や
遺
産

以
上
の
事
実
状
況
に
お
い
て
、
二
つ
の
問
題
が
生
じ
る
。
精
神
障
害
　
　
　
管
理
人
が
本
人
と
な
る
。
そ
し
て
女
性
で
あ
る
本
人
の
婚
姻
に
際
し
て

は
代
理
人
の
代
理
権
を
消
滅
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
明
　
　
　
は
、
夫
が
本
人
の
地
位
に
取
っ
て
代
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以

確
な
原
則
に
よ
っ
て
既
に
長
い
間
に
わ
た
っ
て
解
決
さ
れ
て
き
て
い
る
　
　
　
上
の
類
推
か
ら
、
精
神
障
害
者
は
新
し
い
本
人
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
後

と
い
う
答
を
一
般
に
期
待
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ス
ト
ウ
リ
　
　
　
見
人
●
８
日
摯
ご
と
が
任
命
さ
れ
る
ま
で
責
任
を
負
い
続
け
る
と
主
張

の
代
理
法
３
８
崚

ｏ●
２
四８
Ｑ
）や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
権
威
的
典
籍
　
　
　
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
正
し
い
根
拠
で
あ
る
と
私
は
考

や
ポ
テ
ィ
エ
つ
Ｒ
巨
ｑ
）な
ど
の
フ
テ
ン
ス
の
権
威
的
典
籍
を
調
べ
る
　
　
　
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
遺
言
執
行
者
は
、
す
く
な
く

と
、
何
ら
満
足
で
き
る
よ
う
な
結
論
に
は
到
達
し
て
い
な
い
こ
と
に
私
　
　
　
と
も
一
定
の
場
合
に
は
、
遺
言
者
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
契
約
を
履
行

は
気
づ
く
の
で
あ
る
。
も
し
本
件
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
な
精
神
障
　
　
　
す
る
義
務
を
負
う
か
ら
で
あ
る
。
私
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
べ
き
満
足

害
が
代
理
人
の
代
理
権
を
消
滅
さ
せ
な
い
と
す
る
の
な
ら
ば
、
原
告
は
　
　
　
の
い
く
原
則
と
は
、
本
人
が
も
は
や
自
分
の
力
で
行
動
で
き
な
い
く
ら

明
ら
か
に
勝
訴
す
る
資
格
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、　
　
　
い
の
変
化
が
本
人
に
生
じ
た
と
き
は
、
本
人
が
任
命
し
た
代
理
人
は
も

私
見
に
よ
れ
ば
、
本
件
の
よ
う
な
精
神
障
害
は
代
理
人
の
代
理
権
を
実
　
　
　
は
や
本
人
に
代
っ
て
行
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

際
に
消
滅
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
本
人
の
置
か
れ
た
状
態
に
変
化
を
生
じ
　
　
　
る
、
と
考
え
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
本
人
の
置
か
れ
た
状
態
に
大
き

さ
せ
る
一
定
の
場
合
に
お
い
て
代
理
人
の
代
理
権
は
消
滅
す
る
、
と
い
　
　
　
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
人
は
自
分
の
力
で
行
動
で
き

う
こ
と
に
は
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
か
く
し
て
、
本
人
の
破
産
や
死
亡
、　
　
　
な
い
程
度
に
ま
で
精
神
障
害
を
患
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
か
れ
の

女
性
で
あ
る
本
人
の
婚
姻
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
代
理
人
の
代
理
権
を
　
　
　
代
理
人
で
あ
る
か
れ
の
妻
は
、
も
は
や
か
れ
に
代
っ
て
行
動
す
る
こ
と



は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
、私
が
指
摘
し
て
き
た
根
拠
に
よ
っ

て
、
彼
女
の
代
理
権
は
消
滅
し
た
と
私
は
考
え
る
。
代
理
人
が
本
人
が

無
能
力
で
行
動
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
後
で
も
本
人
に
代
っ

て
行
動
す
る
外
観
を
呈
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
代
理
人
は
第
二
者
に
よ
っ

て
訴
え
ら
れ
る
責
任
を
負
う
、
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場

合
に
お
い
て
は
、
代
理
人
は
不
法
に

（ｇ
『ｏ
記
費
【【じ

行
動
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
被
告
の
妻
は
自
分
の
夫
の
精
神
障
害
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
も
し
被
告
自
身
が
彼

女
を
自
分
の
代
理
人
と
し
て
表
示
し
て
い
な
か
っ
た
い
か
な
る
人
に
対

し
て
で
あ
れ
彼
女
が
被
告
の
代
理
人
と
し
て
行
動
す
る
外
観
を
呈
し
て

い
た
な
ら
ば
、彼
女
は
不
法
に
行
動
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、彼
女
が
結
婚
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
な
け
れ
ば
、夫
に
代
っ

て
行
動
す
る
外
観
を
呈
し
た
相
手
方
か
ら
の
損
害
賠
償
請
求
の
訴
え
に

対
し
て
責
任
を
負

っ
た
で
あ
ろ
う
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
代
理
人
と
し
て

表
示
さ
れ
て
い
な
い
者
が
精
神
障
害
者
の
代
わ
り
に
行
動
す
る
外
観
を

呈
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
契
約
は
本
人
と
さ
れ
た

者
に
対
し
て
無
効
で
あ
り
、
代
理
人
で
あ
る
と
偽
っ
た
者
は
善
意
の
者

を
誤
信
さ
せ
た
こ
と
に
つ
き
訴
え
に
対
し
て
責
任
を
負
う
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
第
二
の
問
題
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
本
人
が
他
人
を
自
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分
の
代
理
人
と
し
て
表
示
し
た
後
に
精
神
障
害
と
な
っ
て
し
ま
い
、
第

二
者
が
本
人
が
精
神
障
害
で
あ
る
こ
と
の
通
知
を
受
け
ず
に
代
理
人
と

取
引
を
し
た
場
合
に
、
そ
の
取
引
の
結
果
は
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。　
一
般
に
、
代
理
人
に
対
し
て
代
理
権
が
与
え
ら
れ
う
る
方

法
は
二
つ
あ
り
う
る
。
第

一
に
、
代
理
権
が
こ
れ
に
よ
っ
て
創
り
出
さ

れ
た
と
そ
れ
自
体
が
述
べ
て
い
る
委
任
状
な
ど
の
文
書
に
よ
っ
て
、
代

理
権
は
与
え
ら
れ
う
る
。
こ
の
文
書
は
そ
れ
自
体
が
、
代
理
人
が
本
人

に
代
．っ
て
行
動
し
う
る
と
い
う
本
人
に
よ
る
主
張
な
の
で
あ
る
。
第
二

に
、
代
理
権
は
、
本
人
が
代
理
人
を
自
分
に
代
っ
て
行
動
す
る
資
格
を

包
括
的
に

Ｃ
ｏ●
ｏ轟
】【じ

有
す
る
と
表
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
創

り
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
件
に
お
け
る
代
理
権
は
、
後
者
の
方
法
に

よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
被
告
と
そ
の
妻
と
の
間
に
関
す

る
か
ぎ
り
、
被
告
が
精
神
障
害
と
な
り
妻
が
そ
れ
を
知
っ
た
時
点
で
代

理
権
は
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
人
が
精
神
障
害
と
な
っ
た

こ
と
を
知
ら
ず
に
代
理
人
と
取
引
を
す
る
者
は
、
本
人
と
契
約
を
締
結

す
る
権
利
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
精
神
障
害
者
で
あ
る
と
は
い
え
本
人

は
拘
束
さ
れ
、
自
分
に
代
っ
て
締
結
さ
れ
た
外
観
を
呈
す
る
そ
の
契
約

を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
こ
の
法
理
は

私
に
は
正
し
い
原
則
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
こ
の
法
理
が
そ
の
存
在

一
九
五



を
依
拠
し
て
い
る
根
拠
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
精
神
障
害
で
あ

る
本
人
に
責
任
あ
り
と
す
る
権
利
は
契
約
∂
ｏ
詳
８
ｏじ
に
依
拠
し
て
い

る
、
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
こ
の
説
に
賛
成
す
る
の
に

は
困
難
を
憶
え
る
。
さ
ら
に
、
本
人
に
責
任
を
負
わ
せ
る
権
利
は
禁
反

詈
只
①降
ｏ
ｕ
り
０
し
に
依
拠
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

私
に
は
、
禁
反
言
が
創
り
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
な
い
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
権
利
は
本
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
そ
の
表
示
が
撤
回

さ
れ
た
と
聞
く
ま
で
は
そ
れ
に
従
っ
て
行
動
す
る
資
格
を
第
二
者
に
与

え
る
表
示
↑
８
■８
＆
け，
一【ｏ
房
）
に
依
拠
し
て
い
る
、
と
も
い
わ
れ
て
き

て
い
る
。
さ
ら
に
、
ス
ト
ウ
リ
の
代
理
法

（第
七
版
）
の
第
十
八
章
四

八

一
条
六

一
〇
頁

〔９
Ｒ
Ч
ｏ
口
ｐ
器
Ｒ
メ
争
。
議
ふ
お
Ｆ
）
８
ｏ
貧
，

ｏ
Ｏ
も
に
収
集
さ
れ
て
い
る
権
威
的
典
籍
は
、
公
序
Ｃ
事
】お
り
ｏ
【いｏじ
と

い
う
根
拠
に
こ
の
権
利
を
基
礎
付
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
は
、
こ
の
権
利
の
存
在
は
社
会
全
体
の
取
引
Ｃ
３
中お
げ
易
い●
①ｏ３
に

資
す
る
た
め
に
働
い
て
い
る
、
と
実
質
的
に
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
他
人
を
代
理
人
と
し
て
差
し
出
す
曾
ｏ
【争
に

ｏ
二

ｏ
」

”
●
ｏ
，
Ｒ

づ
９
８
●
３

”
”
ｏュ
）
こ
と
は
、
そ
れ
が
な
さ
れ
た
時
点
に
お

い
て
第
二
者
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
権
利
を
有
し
て
お
り
、
精

神
障
害
が
介
在
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
第
二
者
は
依
然
と
し
て
そ
れ
に
基

づ
い
て
行
動
す
る
権
利
を
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
表
示
↑
８
『ｏｏｏ●

Ｓ
一】ｏ
じ
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
ほ
う
が
こ
の
準
則
を
説
明
す
る
方

法
と
し
て
よ
り
優
れ
て
い
る
。
本
件
で
は
、
妻
は
代
理
人
と
し
て
差
し

出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
原
告
は
こ
の
表
示
が
撤
回
さ
れ
て
い
た
と
い
う

通
知
を
受
け
ず
に
、
被
告
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
の
妻
の
代
理
権
に
関

す
る
表
示
に
基
づ
い
て
行
動
し
た
の
で
あ
る
。
被
告
は
自
ら
な
し
た
こ

の
表
示
の
結
果
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
撤

回
に
つ
い
て
第
二
者
に
通
知
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
第
二
者
と
の
関

係
で
は
代
理
人
の
代
理
権
を
撤
回
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

本
人
が
代
理
人
の
代
理
権
を
撤
回
し
て
も
、
通
知
を
し
て
お
ら
ず
、
代

理
人
が
本
人
に
代

っ
て
不
法
に
契
約
を
締
結
す
る
な
ら
ば
、
本
人
は
拘

束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
件
被
告
は
精
神
障
害
と
な
り
、
自
分
の
妻

に
与
え
て
い
た
代
理
権
を
撤
回
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、

被
告
は
妻
の
行
為
に
よ
る
責
任
な
き
含
目
一ｏ
ｏ
８
じ
被
害
者
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
代
理
人
と
善
意
で
３
ｏ
●
ジ
■
８
）取
引
し
た
原
告
も
ま
た

責
任
が
な
い
の
で
あ
っ
て
、
二
人
の
責
任
な
き
者
の
う
ち
一
人
が
第
二

者
の
不
法
な
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
被
ら
ね
ば
な
ら
な
い
場
合

に
は
、
こ
の
二
人
の
間
に
関
す
る
か
ぎ
り
こ
の
害
を
生
ぜ
し
め
た
そ
も

そ
も
の
原
因
は
表
示
で
あ
る
の
で
、
そ
の
表
示
を
し
た
者
こ
そ
が
被
害



者
に
な
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
損
害
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
原
告
が
被
害
者
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
言
葉
は

被
告
の
回
の
中
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

一
般
的
な
原
則
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
困
難
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
人
が
表
示
を
し
て
、
そ
の
死
後

に
そ
の
表
示
者
が
死
亡
し
た
こ
と
を
知
ら
ず
に
他
人
が
そ
の
表
示
に
基

づ
い
て
行
動
し
た
と
し
よ
う
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
死
者
の
遺
産
は
そ
の

表
示
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
え
た
い
か
な
る
損
害

を
償
う
た
め
に
も
拘
束
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
、

こ
の
論
点
に
つ
い
て
決
定
す
る
必
要
は
な
い
。

以
上
述
べ
た
根
拠
に
基
づ
い
て
、
私
は
次
の
よ
う
な
見
解
を
有
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
被
告
の
妻
の
代
理
権
は
被
告
の
精
神
障
害
に
よ
っ

て
消
滅
し
、
彼
女
は
原
告
と
取
引
を
す
る
代
理
権
を
何
ら
有
し
て
い
な

か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
告
は
損
害
の
回

復
を
う
け
る
資
格
を
有
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
被
告
は
精
神
障
害

に
な
っ
て
い
な
い
間
に
原
告
に
表
示
を
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
表
示
に

基
づ
い
て
原
告
は
被
告
の
精
神
障
害
に
つ
い
て
通
知
を
受
け
る
ま
で
行

動
す
る
資
格
を
有
し
て
お
り
、
原
告
が
被
告
の
精
神
障
害
に
つ
い
て
通

知
を
受
け
た
の
は
現
在
そ
の
代
金
支
払
の
訴
え
を
提
起
し
て
い
る
商
品

法
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を
提
供
し
た
後
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
メ
ラ
ー
裁
判
官
の
説
示
は
正
当

で
あ
っ
た
。

ブ
ラ
ム
ウ
ェ
ル
控
訴
院
裁
判
官
。
私
は
、
ブ
レ
ッ
ト
控
訴
院
裁
判
官

が
た
っ
た
今
下
し
た
判
決
に
賛
成
す
る
。
被
告
は
原
告
に
自
分
の
妻
は

自
分
を
拘
束
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
原
告
に
関
す
る
か
ぎ

り
、
そ
れ
が
撤
回
さ
れ
原
告
が
そ
の
撤
回
の
通
知
を
受
け
る
ま
で
は
存

在
し
続
け
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
精
神
障
害

含
樹
”
Ｌ
ξ
）
は
意

思
に
よ
る
撤
回

含
詳
①●
け」ｏ
●
ユ
お
く
８
”
〓
ｏ
じ

で
は
な
い
の
で
、
こ
の

法
理
は
精
神
障
害
に
ま
で
及
ば
な
い
と
主
張
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
精
神
障
害
は
本
人
と
代
理
人
に
関
す
る

一
般
的
な
法
の
例
外
を
形

成
す
る
も
の
で
は
な
い
と
私
は
考
え
る
。
も
し
代
理
人
が
そ
の
権
限
を

濫
用
す
る
な
ら
ば
、
精
神
障
害
の
本
人
に
と
っ
て
は
酷
な
こ
と
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
精
神
障
害
は
特
権
で
は
な
く

て
不
幸
な
出
来
事
で
あ
り
、
善
意
の
者
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
が
許
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
仮
に

精
神
障
害
を
患
う
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
す
べ
て
の
表
示
が
、
そ
の
者

の
疾
患
に
つ
い
て
何
ら
通
知
が
な
さ
れ
ず
に
、
精
神
障
害
に
よ
っ
て
無

一
九
七



効
に
な
る
と
し
た
ら
、
有
害
な
結
果
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
仮
に
被
告
側
の
弁
論
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
被
告
が
精
神
障

害
と
な
っ
た
後
に
被
告
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
被
告
の
代
わ
り
に
な
さ

れ
た
す
べ
て
の
行
為
は
無
効
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な

る
。
精
神
障
害
者
の
責
任
に
関
す
る
法
理
の
限
界
は
不
明
確
と
な
り
う

る
の
で
、
ゆ
る
や
か
な
準
則
を
定
立
す
る
の
は
不
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
本
件
事
実
は
、
保
証
Ｆ
百
賀
８
一８
）
の
場
合
に
似
て
い
る
と
私

は
考
え
る
。
仮
に
、
受
約
者
が
商
品
を
指
定
さ
れ
た
人
に
供
給
す
る
な

ら
ば
、
約
束
者
は
そ
の
商
品
の
代
金
が
間
違
い
な
く
支
払
わ
れ
る
よ
う

取
り
計
ら
う
と
い
う
約
束
が
な
さ
れ
た
と
し
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
場

合
に
約
束
者
が
自
分
の
責
任
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
意
図
す
る
が
、
受
約

者
に
そ
の
通
知
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
う
ち
に
受
約
者
が
指
定
さ

れ
た
人
に
商
品
を
供
給
し
て
し
ま
っ
た
と
す
る
。
約
束
者
は
確
実
に
商

品
の
代
金
に
つ
き
責
任
を
負
う
。
と
い
う
の
は
、
約
束
者
と
受
約
者
の

間
で
な
さ
れ
た
こ
の
取
引
は
、
約
束
者
に
よ
っ
て
撤
回
さ
れ
、
か
つ
、

そ
の
撤
回
の
通
知
を
受
約
者
が
受
け
る
ま
で
は
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
合
意
や
許
可
に
相
当
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

被
告
の
精
神
障
害
は
そ
の
妻
の
代
理
権
を
撤
回
す
る
こ
と
に
な
る
程

度
に
ま
で
達
し
て
い
た
と
ブ
レ
ッ
ト
控
訴
院
裁
判
官
に
よ
っ
て
推
定
さ

れ
て
い
る
。
部
分
的
な
精
神
状
態
の
錯
乱
ε
”
詳
】ュ
日
①●
けＬ
Ｑ
ｑ
Ё
両
９

日
①●
じ
で
ぁ
っ
て
も
そ
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
私
は
疑
間
に

思
う
。
代
理
人
の
代
理
権
を
無
効

↑
目
己
）
に
す
る
た
め
に
は
、
精
神

障
害
は
痴
果
ａ
ｎ
，８
［】じ
と
同
程
度
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
私
は
考
え
る
。
も
し
人
が
精
神
を
全
く
失
っ
て
い
る

（口
”
く
０
●
０

日
ゴ
３
と
い
ぇ
る
程
度
に
ま
で
精
神
障
害
に
な
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く

そ
の
人
は
契
約
上
は
死
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。私
は
メ
ラ
ー
裁
判
官
の
説
示
は
正
当
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

ブ
レ
ッ
ト
控
訴
院
裁
判
官
。
私
は
コ
ッ
ト
ン
控
訴
院
裁
判
官
か
ら
、

か
れ
が
我
々
が
到
達
し
た
結
論
に
賛
成
で
あ
る
が
、
被
告
の
妻
の
代
理

権
が
消
滅
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
契
約
者
の
責
任
は
後
見
人
↑
ｏ
日
目
。中

８
３
が
任
命
さ
れ
る
ま
で
存
続
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は

結
論
を
出
し
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
よ
う
要
請
さ
れ
て
い

る
。
か
れ
は
た
だ
、
妻
を
代
理
人
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被

告
は
原
告
と
の
間
に
妻
は
自
分
の
代
わ
り
に
行
動
す
る
代
理
権
を
有
し

て
い
る
と
い
う
契
約
を
締
結
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
代
理
権
が
撤
回
さ

れ
た
と
い
う
通
知
を
受
け
る
ま
で
原
告
は
被
告
の
表
示
に
基
づ
い
て
行

動
す
る
資
格
が
あ
る
と
い
う
根
拠
に
自
分
の
結
論
を
基
礎
付
け
て
い



２
つ

。

被
告
の
精
神
障
害
の
程
度

（，
ｏ
ｏ
４
ｏＲ

ｏ
ｈ
静
ｏ
ヽ
０お
生
Ｆ
ユ
、の

い房
”
Ｌ
書
）
に
関
し
て
現
実
に
何
ら
か
の
争
点
が
存
在
し
て
い
た
の

だ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
当
然
陪
審
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
、
何
ら
争
点
に
つ
い
て
は
陪
審
に
尋
ね
ら
れ
な
か
っ
た

の
だ
か
ら
被
告
は
私
が
既
に
述
べ
た
程
度
の
精
神
障
害
で
あ
っ
た
と
推

測
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
私
は
付
け
加
え
た
い
と
思
う
。
単

に
精
神
的
な
錯
乱
状
態
に
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
そ
の
人
が
契
約
に

つ
き
無
能
力
で
あ．
る

（̈
５
ｏ
８
８
３
ｏ諄
８
８
ュ
８
ｏ↓

と
い
う
推
測
が

な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、

単
に
精
神
が
薄
弱
で
あ
る
と
か
部
分
的
な
錯
乱
状
態
に
あ
る
と
い
う
だ

け

（日
ｑ
①
ヨ
ｏ
，
Ｆ
用
診

ｏ
ｈ
ｏ
ヽ
ｕ
”
詳
ぃＬ

Ｏ
Ｒ
営
嘆
肖
螢
こ

で
は
、
自

ら
締
結
し
た
合
意
に
つ
い
て
の
責
任
を
免
除
す
る
の
に
は
不
十
分
だ
か

ら
で
あ
る
。

控
訴
棄
却
。

原
告
側
ソ
リ
シ
タ
　
ア
ル
フ
レ
ッ
ド

Ｅ
．
コ
ツ
プ
。

被
告
側
ソ
リ
シ
タ
　
ブ
レ
イ
ク
お
よ
び
ウ
イ
ー
ル
。
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ヨ
ン
グ
対
ト
イ
ン
ビ
ー
事
件

（く
ｏ
コ
ｍ
ｏ
く
・
『
ｏ
て
コ
σ
０
０
［
い
０
い
０
］
【
バ
・
口
・
Ｎ
い
い
）
〔碗
聾
壷
肛
院
獅
刊
社
ム〕

ソ
リ
シ
タ
は
、
文
書

・
口
頭
に
よ
る
名
誉
毀
損
の
訴
訟
に
お
い
て
被

告
の
代
理
人
と
し
て
行
動
す
る
外
観
を
呈
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
原
告

の
訴
訟
費
用
を
自
ら
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
命
じ
る
こ
と
を
、
サ
ッ

ト
ン
裁
判
官
が
裁
判
官
室
で
拒
否
し
た
の
を
不
服
と
す
る
上
訴
。

被
告
の
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、　
一
九
〇
八
年
八
月
に
、
本
件
上
訴
に
お
け

る
被
告
で
あ
る
ウ
ォ
ン
ト
ナ
ー
氏
と
サ
ン
ズ
氏
を
、
そ
の
当
時
原
告
に

よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
と
予
想
し
て
い
た
訴
訟
に
対
す
る
防
御
行
為
を
す

る
ソ
リ
シ
タ
と
し
て
行
動
し
て
も
ら
う
た
め
に
雇
っ
た
。
そ
し
て
、
九

月
に
何
回
か
、
ト
イ
ン
ビ
ー
か
ら
本
件
上
訴
に
お
け
る
被
告
に
対
し
て

争
点
事
実
に
関
す
る
説
明
が
な
さ
れ
た
。　
一
九
〇
八
年
十
月
八
日
、
ト

イ
ン
ビ
ー
は
医
師
に
よ
り
精
神
異
常
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
（■
３

８
詳
官

識
ｏＯ
）、
裁
判
上
は
そ
の
よ
う
に
宣
告
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
精
神
障
害

者

で

あ

る

３

Ｑ

厭

喝
”

口
】

の
ｏ
●

ｏ
、
●
●
ω
Ｏ
●
●
０

日

〓

魚

●
ｏ
け
の
ｏ

」
９

日

０

び
く

〓
ｏＬ
の〓
ｏじ
と
し
て
拘
禁
命
令
貧
９
８
けいｏ●
Ｒ
ヽ
Ｒ
）が
出
さ
れ
た
。
本

件
上
訴
に
お
け
る
被
告
は
、
そ
の
時
点
で
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
神
経
衰
弱

一
九
九



７
ギ
リ
ス
に
お
重

基

馨

電

讐

建

虜

畠

盲

房

窃

―

ド
ゥ
ル
ー
対
す

渾

０
雷

Ｌ

目

層

Σ

］
ロ
ヨ

喜

ン
グ
対
ト
イ
ン
ド

薄

Ｑ
昌

ｏ
亀

〓

８
［８
日言

Ｓ

・こ

―

≡

一
一
〇

〇

を
患
っ
て
お
り
、
家
に
い
て
、
い
か
な
る
仕
事
に
も
関
心
を
向
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
実
際
に

は
一
九
〇
九
年
四
月
に
な
っ
て
初
め
て
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
精
神
障
害
で

あ
り
、
医
師
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
認
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
に

至
っ
た
の
だ
っ
た
。　
一
九
〇
八
年
十
月
二
十
六
日
、
原
告
は
文
書

・
口

頭
に
よ
る
名
誉
毀
損
で
あ
る
と
し
て
、
モ
ー
シ
ー
ド
と
い
う
人
と
ト
イ

ン
ビ
ー
に
対
し
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
十
月
二
十
日
、
本
件
上
訴
に
お

け
る
被
告
が
、
ト
イ
ン
ビ
ー
の
代
理
人
と
し
て
当
該
訴
訟
に
対
し
て
応

訴
す
る
こ
と
を
引
き
受
け
、
十

一
月
六
日
、
そ
の
引
受
の
履
行
と
し
て
、

実
際
に
ト
イ
ン
ピ
ー
の
代
理
人
と
し
て
応
訴
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
原
告
は
、
そ
の
訴
訟
で
ト
イ
ン
ビ
ー
と
モ
ー
シ
ー
ド
を
共
同
被
告

と
し
た
の
は
誤
り
だ
と
助
言
さ
れ
、
ト
イ
ン
ビ
ー
に
対
し
て
訴
訟
を
取

り
下
げ
、
十
二
月
十
九
日
に
文
書

・
口
頭
に
よ
る
名
誉
毀
損
で
ト
イ
ン

ビ
ー
に
対
し
て
新
た
な
訴
訟
を
開
始
し
た
。
本
件
上
訴
に
お
け
る
被
告

は
、
一
九
〇
八
年
十
二
月
二
十

一
日
、
ン」
の
訴
訟
に
お
い
て
ト
イ
ン
ビ
ー

に
代
っ
て
応
訴
す
る
こ
と
を
引
き
受
け
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
十
二
月
二

十
日
に
応
訴
し
た
。　
一
九
〇
九
年
二
月
二
十
二
日
に
、
本
件
上
訴
に
お

け
る
被
告
は
、
訴
訟
に
お
け
る
答
弁
書
を
提
出
し
、
特
権
を
申
し
立
て
、

原
告
の
主
張
す
る
文
書

・
口
頭
に
よ
る
名
誉
毀
損
を
否
定
し
た
。　
一
九

〇
九
年
二
月
二
十
六
日
、
ト
イ
ン
ビ
ー
の
妻
を

一
定
の
財
産
後
見
人

●
ｏ
●
目
〓
ｏ
ｏ
）
の
権
限
を
有
す
る
か
れ
の
財
産

の
財
産
管
理
人

↑
８
０
イ
Ｑ
）
に
任
命
す
る
、
精
神
障
害
に
お
け
る
命
令
が
出
さ
れ
た
。
原

告
は
ト
イ
ン
ビ
ー
の
答
弁
に
対
し
て
訴
答
を
提
出
し
た
。
そ
し
て
、
訴

訟
に
お
け
る
そ
の
他
の
中
間
的
な
手
続
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、　
一
九

〇
九
年
四
月
五
日
に
な
っ
て
、
訴
訟
が
正
式
事
実
審
理
に
至
っ
て
い
な

い
段
階
で
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
上
訴
に
お
け
る
被
告
は
ト
イ

ン
ビ
ー
が
医
師
に
よ
っ
て
精
神
障
害
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
知
る
に
至
っ
た
の
で
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
事
実
を
原
告
の
ソ
リ
シ
タ

に
伝
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
訴
訟
の
た
め
の
後
見
人
を
ト
イ

ン
ビ
ー
に
任
命
す
る
こ
と
に
つ
き
、
原
告
の
ソ
リ
シ
タ
と
本
件
上
訴
に

お
け
る
被
告
と
の
間
に
や
り
と
り
が
な
さ
れ
た
が
、
結
局
、
誰
も
任
命

さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
裁
判
官
室
の
補
助
裁
判
官
に
対
し
て
、
訴

訟
に
お
け
る
応
訴
と
そ
れ
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
全
て
の
手
続
は
削

除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
本
件
上
訴
に
お
け
る
被
告
は
権
限
な
く
し
て

ト
イ
ン
ビ
ー
の
代
理
人
と
し
て
行
動
し
た
の
だ
か
ら
、
原
告
に
自
ら
訴

訟
費
用
を
支
払
う
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
命
令
を
求
め
る
中
立
が
原
告

の
代
理
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
補
助
裁
判
官
は
、
訴
訟
に
お
け
る
応

訴
と
そ
れ
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
手
続
は
削
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る



と
い
う
命
令
を
出
し
た
が
、
本
件
上
訴
に
お
け
る
被
告
は
原
告
の
訴
訟

費
用
を
自
ら
支
払
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
命
令
を
出
す
こ
と
は
拒
否
し

た
。
こ
の
補
助
裁
判
官
の
拒
否
を
不
服
と
し
て
、
裁
判
官
室
の
サ
ッ
ト

ン
裁
判
官
に
上
訴
が
な
さ
れ
た
が
、
サ
ッ
ト
ン
裁
判
官
は
補
助
裁
判
官

の
判
断
を
維
持
し
た
。
そ
こ
で
、
原
告
は
控
訴
院
に
上
訴
し
た
。

十

一
月
十
二
日
「
本
件
上
訴
に
お
け
る
被
告
で
あ
る
ウ
ォ
ン
ト
ナ
ー

氏
と
サ
ン
ズ
氏
側
の
Ｇ
．
Ａ
．
ス
コ
ッ
ト
弁
護
士
。ヽ
本
件
上
訴
の
審
理
に

対
し
て
は
、
予
備
的
な
異
議
Ｃ
『ｏ〓
ヨ
』口
”
曼

ｏ
ｇ
ｏ
舞
いｏ
じ
が
存
在
す
る
。

裁
判
官
室
で
の
申
立
は
、
原
告
と
ウ
ォ
ン
ト
ナ
ー
氏
と
サ
ン
ズ
氏
の
間

に
お
け
る
か
ざ
り
、　
一
八
九
四
年
の
司
法
管
轄
権
法
貧
Ｆ
「饉
鮎
ｏ̈
詳
亀
①

＞
簿
・
誌
Ｒ
Ｉ

条
四
項
の
意
味
に
お
け
る
法
廷
実
務
と
訴
訟
手
続
の
間

題
（日
，
諄
ｑ

ｏ
」
「
，
ｏ〓
ｏ
ｏ
賀
ユ

「
ｏ
ｏ
ｏ
Ｑ
●
お
）
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

り
、
司
法
管
轄
権
法

一
条
四
項
の
下
で
の
控
訴
院

へ
の
上
訴
は
存
在
し

な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
申
立
に
際
し
て
出
さ
れ
た
命
令
は
最
終

命
令
で
あ
り
、
最
終
命
令
に
不
服
な
と
き
は
上
訴
権
が
存
在
す
る
が
、

一
条
五
項
の
下
で
は
、
こ
の
上
訴
は
合
議
法
廷
に
対
し
て
係
属
す
る
も

の
で
あ
る
。
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
に
関
す
る
事
件

曾
●

お

〓
彗
魯
”
ユ

冒
８
出

〓
【

”

８
３

は
、
こ
の
二
つ
の
点
に
つ
い
て
の
顕
著
な
先

例
で
あ
る
。
当
該
申
立
は
、
条
文
の
文
言
の
正
し
い
意
味
に
お
い
て
は
、

法
政
研
究
二
巻
一
号

（
一
九
九
七
年
）

訴
訟
か
ら
発
生
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
該
申
立
は
実
際
に
は
、

訴
訟
手
続
の
削
除
を
求
め
る
訴
訟
の
召
喚
令
状
に
付
け
加
え
ら
れ
た
訴

訟
開
始
召
喚
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
該
申
立
は
、
裁
判
所
の
略
式
裁
判

権
に
対
す
る
申
立
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
申
立
に
基
づ
い
て

出
さ
れ
た
命
令
は
、
最
終
命
令
で
あ
っ
て
、
暫
定
命
令
で
は
な
い
。
こ

の
点
に
つ
き
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
に
関
す
る
事
件

〔Ｆ

【①

〓
賀
争
”
詳

［８
８
冒
【
・
”
８
３
と
ヘ
イ
ド
ン
対
カ
ー
ト
ラ
イ
ト
事
件
〔目
”
く
Ｏ
①●

メ
ｏ
”
諄
ｇ
計
〓

［Ｈ８
２

■
・
Ｚ
・
８
８

参
照
。

名
誉
毀
損
訴
訟
に
お
け
る
原
告
た
る
本
件
上
訴
人
側
の
モ
ン
タ

ギ
ュ
ー

・
シ
ア
ー
マ
ン
勅
選
弁
護
士

（ア
ー
ネ
ス
ト

ｏ
ト
ッ
ド
弁
護
士

と
と
も
に
）
。
本
件
に
お
け
る
真
の
争
点
は
、
命
令
が
最
終
的
な
も
の
で

あ
る
か
、
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
そ
の

命
令
が
訴
訟
な
い
し
は
訴
訟
の
関
連
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
申
立
は
、
訴
訟
に
関
連
し
て

な
さ
れ
た
の
な
ら
ば
、
法
廷
実
務
と
訴
訟
手
続
の
問
題
で
あ
る
、
と
い

う
の
が
現
実
に
機
能
し
て
い
る
正
し
い
準
則
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
異
な

り
、
こ
の
よ
う
な
申
立
が
訴
訟
と
全
く
無
関
係
で
あ
る
独
立
し
た
手
続

で
あ
る
場
合
に
は
、
コ

九

一
〇
年
年
次
実
務
』
の
第
二
巻
六
五
五
頁
、

六
五
六
頁
を
参
照
。
こ
れ
が
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
に
関
す
る
事
件

〔Ｆ
　
お

二
〇

一



〓
ミ
魯
”詳

［８
８
］
Ｐ
パ
・
”
８
巴

に
お
い
て
な
さ
れ
た
区
別
で
あ

り
、
こ
の
事
件
で
は
、
ソ
リ
シ
タ
に
対
し
て
実
現
す
る
よ
う
に
求
め
ら

れ
た
ソ
リ
シ
タ
が
引
き
受
け
た
事
は
、
結
局
、
訴
訟
の
過
程
に
お
い
て

は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、

令
状
送
達
の
受
領
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
リ
シ
タ
は
訴
訟

の
範
囲
内
に
立
ち
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
件
に
お
け
る
申
立
は
、

法
廷
実
務
と
訴
訟
手
続
の
問
題
で
あ
る
と
オ
デ
ィ
ー
事
件

口
●

お

〇
ヽ
鮎
Ч
冒
８
呂

Ｈ
ρ
国
』
掲
〕
に
お
い
て
判
示
さ
れ
て
い
る
、
ソ
リ
シ

タ
の
訴
訟
費
用
書
の
査
定
を
審
査
す
る
た
め
の
召
喚
令
状
と
同
様
に
、

法
廷
実
務
と
訴
訟
手
続
の
問
題
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

Ｇ
．
Ａ
．
ス
コ
ッ
ト
の
訴
答
。
本
件
が
法
廷
実
務
と
訴
訟
手
続
の
問
題

で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
本
件
が
、　
一
八
九
四
年
の
司
法
管
轄
権
法

一
条
五
項
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
不
服
と
す
る
上
訴
が
控
訴
院
に
対
し
て

で
は
な
く
、
合
議
法
廷
に
対
し
て
、
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

最
終
命
令
で
あ
る
こ
と
は
、
ヘ
イ
ド
ン
対
カ
ー
ト
ラ
イ
ト
事
件

〔口
”
ヽ
８
●
メ
ｏ
”諄
ヨ
語
曹

［８
８
］
起
。．
Ｚ
・
８
３

と
マ
ー
チ
ャ
ン

ト
に
関
す
る
事
件

〔Ｆ
お
〓
ミ
ｏ，
”詳

［８
８
］
】
【

”
３
８
〕
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。

パ
ッ
ク
レ
イ
控
訴
院
裁
判
官
。
私
は
、
本
件
上
訴
に
対
す
る
予
備
的

な
異
議
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
見
解
を
有
し
て
い
る
。
名
誉
毀
損

訴
訟
の
訴
訟
令
状
発
給
後
に
お
い
て
、
被
告
ト
イ
ン
ビ
ー
の
ソ
リ
シ
タ

で
あ
る
ウ
ォ
ン
ト
ナ
ー
氏
と
サ
ン
ズ
氏
は
、
応
訴
す
る
こ
と
を
引
き
受

け
、
や
が
て
、
被
告
の
代
理
人
と
し
て
実
際
に
応
訴
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
原
告
は
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
補
助
裁
判
官
に
対
し
て
、
応

訴
と
そ
れ
以
後
の
全
て
の
訴
訟
手
続
は
削
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
ウ
ォ
ン
ト
ナ
ー
氏
と
サ
ン
ズ
氏
は
応
訴
以
後
生
じ
た
原
告

の
訴
訟
費
用
を
支
払
う
よ
う
命
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
を
申
し

立
て
た
。
こ
の，
申
立
の
根
拠
は
、
ウ
ォ
ン
ト
ナ
ー
氏
と
サ
ン
ズ
氏
が
応

訴
す
る
こ
と
を
引
き
受
け
た
時
あ
る
い
は
、
実
際
に
応
訴
し
た
時
に
、

被
告
ト
イ
ン
ビ
ー
は
精
神
障
害

（●
Ｐ

Ｒ
８
Ｅ
ュ
日
ｐ̈
ｅ

で
ぁ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
補
助
裁
判
官
は
、
申
立
の
前
半
の
み
に
限
定

し
た
命
令
を
出
し
て
、
応
訴
と
そ
れ
以
後
に
な
さ
れ
た
全
て
の
訴
訟
手

続
は
削
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
命
じ
た
。
し
か
し
、
か
れ
は
、
ウ
ォ

ン
ト
ナ
ー
氏
と
サ
ン
ズ
氏
が
原
告
の
訴
訟
費
用
を
支
払
う
こ
と
を
求
め

る
召
喚
令
状
の
部
分
に
つ
い
て
は
命
令
を
出
さ
な
か
っ
た
。
裁
判
官
室

に
お
け
る
裁
判
官
へ
上
訴
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
の
補
助
裁
判
官
の
判
断

は
維
持
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
召
喚
令
状
の
後
半
部
分
に
つ
い
て
は
、

い
か
な
る
命
令
も
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
原
告
に



よ
っ
て
な
さ
れ
た
当
裁
判
所
へ
の
上
訴
の
通
知
に
お
い
て
は
、
裁
判
官

の
命
令
が
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
被
告
ト
イ
ン
ビ
ー
に
対
す

る
訴
訟
に
要
し
た
全
て
の
費
用
な
ら
び
に
裁
判
官
室
に
お
け
る
訴
訟
手

続
に
要
し
た
費
用
を
原
告
に
自
ら
支
払
う
よ
う
ウ
ォ
ン
ト
ナ
ー
氏
と
サ

ン
ズ
氏
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
本
件

上
訴
に
お
い
て
原
告
は
、
当
裁
判
所
に
、
ウ
ォ
ン
ト
ナ
ー
氏
と
サ
ン
ズ

氏
は
原
告
の
訴
訟
費
用
に
つ
き
支
払
義
務
が
あ
る
、
と
い
う
判
断
を
求

め
て
い
る
の
で
あ
る
。

「法
廷
実
務
と
訴
訟
手
続
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
判
決
を
不
服
と
す

る
あ
ら
ゆ
る
上
訴
は
、
控
訴
院
に
対
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ど
と
い
う

一
八
九
四
年
の
司
法
管
轄
権
法

一
条
四
項
の
規
定
に
本
件

が
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
根
拠
に
、
本
件
上
訴
の
審
理
に
対

し
て
、
ウ
オ
ン
ト
ナ
ー
氏
と
サ
ン
ズ
氏
の
代
理
人
に
よ
っ
て
、
予
備
的

な
異
議
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
、
上
訴
は
控
訴
院
に
対
し

て
で
は
な
く
、
合
議
法
廷
に
対
し
て
係
属
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

当
裁
判
所
が
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
争
点
は
、
本
件
が
、　
一
八
九

四
年
の
司
法
管
轄
権
法

一
条
四
項
の
意
味
に
お
け
る
、
法
廷
実
務
と
訴

訟
手
続
の
問
題
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
先
例
で
あ
る
マ
ー
チ
ャ
ン

ト
に
関
す
る
事
件

口
い
お
〓
鶴
魯
“
ユ

［８
８
］
Ｈ
パ

”
３
８
〕
が
依

法
政
研
究
二
巻
一
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（
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九
九
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年
）

拠
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
先
例
は
、
ソ
リ
シ
タ
に
よ
っ
て
そ
こ
で
引
き
受

け
ら
れ
た
こ
と
は
訴
訟
に
お
い
て
な
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が

分
る
ま
で
は
、
本
件
に
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
先
例
に
お

け
る
申
立
は
、
裁
判
所
が
そ
れ
自
身
の
成
員
に
対
し
て
行
使
す
る
裁
判

権
に
対
す
る
申
立
で
あ
り
、
ソ
リ
シ
タ
が
、
申
立
人
に
対
し
て
提
起
さ

れ
う
る
あ
ら
ゆ
る
訴
訟
に
お
い
て
申
立
人
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な

い
よ
う
に
保
障
す
る
と
文
書
で
引
き
受
け
た
の
で
、
そ
の
引
受
の
下
で

そ
れ
に
従
っ
て
支
払
義
務
あ
り
と
主
張
さ
れ
て
い
る
金
額
の
金
銭
支
払

を
申
立
人
な
い
し
は
申
立
人
の
ソ
リ
シ
タ
に
対
し
て
行
う
よ
う
命
じ
ら

れ
る
こ
と
を
求
め
る
、
訴
訟
開
始
召
喚
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
引
受
は
、
訴
訟
の
過
程
に
お
い
て
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
っ

た
。
こ
の
先
例
に
お
け
る
判
示
を
読
む
と
、
当
該
訴
訟
に
お
け
る
当
事

者
で
は
な
い
人
に
対
し
て
訴
訟
で
提
起
さ
れ
た
訴
訟
手
続
と
、
訴
訟
外

に
お
い
て
な
さ
れ
た
引
受
を
実
行
す
る
よ
う
裁
判
所
に
固
有
の
裁
判
権

の
下
で
引
き
受
け
た
人
に
対
し
て
な
さ
れ
た
訴
訟
手
続
と
の
間
に
区
別

が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
郡
裁
判
所
が
そ
の
管
轄
権

を
鍮
超
す
る
の
を
抑
制
す
る
禁
止
令
状
を
申
し
立
て
た
事
件
で
あ
る
ワ

ト
ソ
ン
対
ペ
ッ
ツ
事
件

〔ヨ
”
お
ｏ
●
メ
「
①一お

［“
８
］
Ｈ
【

国
。
設
〕

に
お
い
て
、
Ａ
．
Ｌ
．
ス
ミ
ス
控
訴
院
裁
判
官
は
、
「当
該
条
項
に
お
い
て

二
〇
三



ア
ず

ス
に
お
け
る
交

籠

認

程

戻

層

震

に
響

る
一一Ｂ
衝

―

じ

ル
寿

多

犀

？

コ

ξ

晏
（Ｓ

３

３

ё

）
と
ョ
ン
イ

ト
イ
ン
ド

葬

Ｑ
暑

亀

〓

８
一】豊

昌

〓

３
１

（圭

二

〇

四

述
べ
ら
れ
て
い
る
法
廷
実
務
と
訴
訟
手
続
は
、
高
等
法
院
に
お
け
る
訴

訟
に
関
す
る
法
廷
実
務
と
訴
訟
手
続
の
問
題
を
包
含
す
る
が
、
郡
裁
判

所
の
裁
判
官
が
そ
の
裁
判
所
の
管
轄
権
を
鍮
超
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
よ

う
求
め
る
事
件
を
包
含
し
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
「法
廷
実
務
と
訴

訟
手
続
」
と
い
う
表
現
は
、
訴
訟
自
体
に
お
け
る
処
置
に
限
定
さ
れ
ず
、

訴
訟
に
関
連
す
る
事
柄
を
も
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て

は
、
非
公
開
手
続
の
た
め
の
申
立

♂
日
目
８
房
）
が
訴
訟
に
お
け
る
ソ

リ
ン
タ
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
申
立
は
訴
訟
の
当

事
者
の
う
ち
の
一
方
の
ソ
リ
シ
タ
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
に
関
連
す
る
法
廷
実
務
と
訴
訟
手
続
に

関
す
る
事
柄
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
、
上
訴
は
合
議

法
廷
に
対
し
て
で
は
な
く
控
訴
院
に
対
し
て
係
属
し
て
い
る
、
と
考
え

′つ
。本

件
上
訴
は
、
そ
れ
自
体
ソ
リ
シ
タ
に
対
し
て
非
常
に
重
要
な
争
点

を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
二
人
の
裁
判
官
を
擁
す
る
裁
判
所
で

の
弁
論
の
た
め
保
留
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ス
イ
ン
フ
ェ
ン
・
イ
ー
デ
ィ
裁
判
官
。
私
は
意
見
を
同
じ
く
す
る
。

予
備
的
な
異
議
は
却
下
さ
れ
た
。

Ｗ
．Ｊ
。
Ｂ
．

十

一
月
十
三
日
、
十
五
日
。
名
誉
毀
損
訴
訟
に
お
け
る
原
告
た
る
本

件
上
訴
人
側
の
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
・
シ
ア
ー
マ
ン
勅
選
弁
護
士
な
ら
び
に

ア
ー
ネ
ス
ト
・
ト
ッ
ド
弁
護
士
。
裁
判
官
室
に
お
け
る
裁
判
官
は
、
ス

マ
ウ
ト
対
イ
ル
ベ
リ
ー
事
件

３
８
ｏ詳
メ
Ｈ手
①ヽ
メ
８
〓
。鮨
ョ
ニ
〕

な
ら
び
に
サ
ル
ト
ン
対
ニ
ュ
ー
ビ
ー
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
会
社
事
件

３
“
】一８

´
ｚ
①■
ω
８
峰
８

ｏ
■
ぉ
ｏ
９

冒
８
８

Ｐ
Ｏ
Ｆ
工
３

と
い

う
先
例
に
依
拠
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
マ
ウ
ト
対
イ
ル
ベ
リ
ー
事
件

３
日
ｏニ
メ
Ｈ♂
Ｒ
Ｆ
８
〓
・
”
ヨ
』
〕
は
、
代
理
人
は
た
だ
何
か
不

法
な
こ
と
を
行
っ
た
と
き
に
の
み
代
理
権
担
保
違
反
♂
【８
針

ｏ』

１
，１
，ユ
Ч
Ｒ

”●
，
Ｒ
いぞ
）
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
、
と
判
断
し
た
限

り
に
お
い
て
、
コ
ー
ン
ン
対
ラ
イ
ト
事
件
〔ｏ
ｏＨ中８
メ
ョ
ユ
讐
［Ｌ
口
”

”

ｏミ
〕
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
ハ
ル
ボ
ッ
ト

対
レ
ン
ズ
事
件

〔口
”
♂
２
メ
Ｆ
ｏお

［８
８
］
【
ド

震
ら

に
お
け
る

ケ
ッ
ケ
ウ
ィ
ッ
チ
裁
判
官
の
判
示
部
分
参
照
。
コ
ト
ン
ン
対
ラ
イ
ト
事

件

〔ｏ
ｏ
【〕①●
メ
ョ
ユ
讐
けＬ

同
・”
”
Ｒ
己

で
は
、
代
理
人
と
し
て
行

動
す
る
外
観
を
呈
す
る
者
は
、
単
に
本
人
の
代
理
人
と
し
て
行
動
す
る

代
理
権
が
あ
る
と
自
分
で
誠
実
に
信
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
保
証
す



る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
が
有
し
て
い
る
と
主
張
す
る
代
理
権
が
実
際

に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
絶
対
的
に
保
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
い

う
原
則
が
は
っ
き
り
と
定
立
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
コ
ー
ン
ン
対
ラ
イ
ト

事
件

〔ｏ
ｏ
【中①●
メ
日

一ヽ害
け」

ｕ
。沖
”
Ｒ
こ

の
原
則
は
当
初
、
契
約

に
関
す
る
事
件
に
適
用
さ
れ
た
が
、
オ
リ
ヴ
ア
ー
対
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀

行
事
件

〔Ｏ
Ｈ【く
ｑ
メ
ロ
”●
Ｆ
２
り
だ
【”い
０
口
８
昌

Ｈ
ｏ
Ｆ
。
８
３

に

お
い
て
、
こ
の
原
則
は
、
あ
る
人
が
他
人
の
代
理
人
と
し
て
行
動
す
る

と
主
張
し
、
そ
の
表
示
↑
①「
①３
ユ
”
け【ｏじ
を
信
頼
し
て
行
動
す
る
よ

う
に
第
二
者
を
誘
引
し
た
、
あ
ら
ゆ
る
事
件
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
、

と
控
訴
院
は
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。

フ
ァ
ー
バ
ン
ク
の
遺
言
執
行
者
対
ハ
ン
フ
レ
イ
ズ
事
件
〔コ
３
”●
Ｆ
）の

Ｈガ
８
二
ｏ易

く
。
国
Ｅ
８
ギ
ｑ
∽
（口
〓
）〓

０
・
”

∪
・
設
〕
も
ま
た
、

コ
ー
レ
ン
対
ラ
イ
ト
事
件

〔ｏ
ｏ
【Ｈｏ・
メ
■
ユ
ト
一Ｌ

同
・鮨
”
ふ
ミ
〕
の

原
則
が
契
約
以
外
の
事
件
に
適
用
さ
れ
た
一
例
で
あ
る
。　
　
　
っ

〔ヴ
ォ
ー
ガ
ン
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
控
訴
院
裁
判
官
が
、
メ
リ
ー
対
ニ

ュ
ル
ズ
事
件

〔〓
ｑ
偏

メ
Ｚ
いｏ
Ｆ
”
】員
〓
『Ｓ
ｒ
”
ヽ

ｏ
Ｆ
お
Ｐ
（日等
ｇ

ｒ

″

ヽ
国
・
ｒ

認
３

に
つ
い
て
言
及
し
た
。
〕

サ
ル
ト
ン
対
ニ
ュ
ー
ビ
ー
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
会
社
事
件

３
“
】一ｏ
●
メ

Ｚ
ｏｌ
”
８
降
ｏ
●
ｏ
Ч
ｏ
】ｏ
Ｏ
ｏ
。
冒
８
８

【
Ｑ
■
お
〕
も
裁
判
官
室
で
裁
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判
官
が
依
拠
し
た
事
件
だ
が
、
誤
っ
た
判
示
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
裁
判
官
は
、
コ
ー
レ
ン
対
ラ
イ
ト
事
件

零
ｏ
【【ｏ●
メ
Ｊ
ゴ
害
Ｆ
∞
∪
・”
ω
ふ
ミ
〕
に
よ
っ
て
ス
マ
ウ
ト
対
イ
ル

ベ
リ
ー
事
件
判
決
が
ど
こ
ま
で
修
正
さ
れ
、
あ
る
い
は
覆
さ
れ
た
の
か

と
い
う
ご
と
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
ス
マ
ウ
ト
対
イ
ル
ベ
リ
ー
事
件

３
８
ｏ
ニ

ド
】す
選
「」
ｏ
〓
。
”
ョ
ニ
〕
に
依
拠
し
た
か
ら
で
あ
る
。

事
実
の
点
か
ら
、
サ
ル
ト
ン
対
ニ
ュ
ー
ビ
ー
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
会
社
事

件
を
、
区
別
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
事
件
に

お
い
て
は
、
当
初
ソ
リ
シ
タ
は
訴
訟
を
防
御
す
る
代
理
権
を
有
し
て
い

た
が
、
こ
の
ソ
リ
シ
タ
の
代
理
権
は
公
判
直
前
に
な
さ
れ
た
会
社
の
解

散
に
よ
っ
て
撤
回
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
に
お

い
て
は
、
ソ
リ
シ
タ
は
応
訴
を
し
た
時
点
、
で
被
告
に
代

っ
て
行
動
す

る
代
理
権
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
時

点
に
お
い
て
被
告
が
精
神
障
害

（い房
，
お
）
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
現
在
争
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ソ
リ
シ
タ
に
代
理
権
担
保

違
反
の
責
任
を
負
わ
せ
る
と
い
う
見
地
か
ら
は
、
ソ
リ
シ
タ
が
自
分
は

被
告
の
代
理
人
と
し
て
行
動
す
る
代
理
権
を
有
し
て
い
る
と
信
じ
る
に

つ
き
合
理
的
な
理
由
を
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
考
慮
す
る
こ
と
は
重

要
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
〔か
れ
ら
は
、
ビ
ー
テ
ィ
ー
対
イ
ー
ベ
リ
イ
閣

二
〇
五



下
事
件

〔口
ｏ
”
諄
げ

メ

ｒ
Ｒ
２
８

●
晏

貧
鶏
Ｎ
￥

・
″

『
Ｑ
口ヽ

ミ

ス
ロ
Ｎ
）

ｒ

″

『
口
。
ｒ

Ｈ８
〕
に
も
言
及
し
た
。
〕

本
件
上
訴
に
お
け
る
被
告
で
あ
る
ウ
ォ
ン
ト
ナ
ー
氏
と
サ
ン
ズ
氏
側

の
Ｇ
。Ａ
．ス
コ
ッ
ト
弁
護
士
。
サ
ル
ト
ン
対
ニ
ュ
ー
ビ
ー
ス
ト
ン
サ
イ

ク
ル
会
社
事
件

〔∽
”
】一〇
ｐ
メ
Ｚ
ｏ
ｌ
ω
８
ｏけｏ
●
ｏ
Ч
ｏ
げ
０
９

［８
８
］

Ｐ
Ｑ
ｒ
お
〕
の
以
前
に
、
ソ
リ
シ
タ
が
、
代
理
権
な
く
し
て
行
動
し
た

と
い
う
理
由
で
、
裁
判
所
の
懲
戒
権
行
使
に
お
い
て
相
手
方
の
訴
訟
費

用
の
支
払
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
事
件
は
、
ソ
リ
シ
タ
が
自
分
自
身
と
自

分
自
身
の
依
頼
人
と
の
関
係
に
お
い
て
不
法
に
行
動
し
て
お
り
、
し
た

が
っ
て
、
ソ
リ
シ
タ
が
自
分
自
身
と
依
頼
人
と
の
関
係
に
お
い
て
当
該

訴
訟
費
用
の
負
担
を
命
じ
ら
れ
て
も
よ
か
つ
た
よ
う
な
事
件
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
件
に
お
け
る
裁
判
所
の
懲
戒
権
行
使
の
根

拠
は
、
た
と
え
ソ
リ
シ
タ
が
善
意
で

（げ
ｏ
●
”
訥
ヽ
９
、
な
ん
ら
不
法
な

い
し
は
詐
欺
的
な
意
図
を
有
せ
ず
に
そ
の
よ
う
な
行
動
を
し
た
の
か
も

し
れ
な
く
と
も
、
ソ
リ
シ
タ
が
代
理
権
な
く
し
て
行
動
し
た
の
で
自
分

の
依
頼
人
に
対
し
て
不
法

（ヨ
§
凋
ど
【【じ

に
行
動
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
サ
ル
ト
ン
対
ニ
ュ
ー
ビ
ー
ス
ト
ン
サ
イ

ク
ル
会
社
事
件

〔∽
”
】一０
●
メ
Ｚ
①ｌ
”
８
ｏけｏ
●
ｏ
Ч
ｏ
Ｆ
０
９

［８
８
］

【
９
ｒ
お
〕
の
以
前
に
は
、
何
ら
か
の
形
で
不
法
に
行
動
す
る
こ
と
な

く
し
て
、
ソ
リ
シ
タ
に
対
し
て
懲
戒
権
が
行
使
さ
れ
た
よ
う
な
事
件
は

全
く
存
在
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ソ
リ
シ
タ
と
依
頼
人
間
の
事
件

と
、
コ
ー
レ
ン
対
ラ
イ
ト
事
件

〔ｏ
ｏ
澤
浄
メ
ゴ
ョ
惇
Ｆ
∞
口
”
厠
ふ
ミ
〕

が
当
て
は
ま
る
よ
う
な
事
件
で
あ
る
、
通
常
の
代
理
人
と
そ
の
本
人
間

の
事
件
と
の
間
に
お
い
て
は
、
非
常
に
不
完
全
な
類
似
性
が
存
在
し
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
訴
訟
を
防
御
す
る
た
め
に
雇
わ
れ
て
い
る
ソ
リ
シ

タ
は
、商
品
を
売
る
た
め
に
雇
わ
れ
て
い
る
代
理
人
と
同
じ
で
は
な
い
。

ソ
リ
シ
タ
は
法
律
の
専
門
家
と
し
て
、
そ
し
て
、
裁
判
所
の
成
員
と
し

て
雇
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
弁
護
士
委
任
契
約
の
撤
回
な
い
し
は
終

了
の
通
知
を
受
け
る
ま
で
は
防
御
行
為
に
お
い
て
必
要
な
処
置
を
取
り

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ソ
リ
シ
タ
の
契
約
は
、
訴
訟
が

終
了
す
る
ま
で
訴
訟
の
防
御
を
し
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ

る
あ
ら
ゆ
る
処
置
を
取
る
、
不
可
分
契
約
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
し
損

な
っ
た
と
き
は
、
ソ
リ
シ
タ
は
契
約
違
反
を
犯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
、
サ
ン
並
び
に
パ
イ
パ
ー
対
ル
イ
ス
事
件

〔ｇ
巳
ｑ
‐

■
８
，
∽
ｏ
●
”
「
いＯ
ｑ
´
ｒ
ｏ
■
ｏ
［誌
Ｒ
］
Ｎ
ρ

ω
Ｌ
８
〕
参
照
。
本

件
の
お
か
れ
た
状
況
に
お
い
て
は
、
仮
に
ソ
リ
シ
タ
が
被
告
の
代
理
人

と
し
て
取
っ
た
処
置
を
取
り
損
な
っ
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
、
ソ
リ
シ

タ
は
非
常
に
重
大
な
責
任
を
こ
う
む
っ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
で
あ
ろ



う
。
そ
れ
ゆ
え
、
ソ
リ
シ
タ
は
被
告
に
対
し
て
不
法
に
行
動
し
た
、
と

い
う
こ
と
は
と
う
て
い
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ソ
リ
シ
タ
は
、
予
想
さ

れ
る
訴
訟
に
つ
き
依
頼
人
の
防
御
を
行
う
た
め
に
依
頼
人
に
よ
っ
て
雇

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
依
頼
人
に
よ
っ
て
十
分

に
事
件
内
容
の
説
明
を
受
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
な
っ
て
、

依
頼
人
は
病
状
が
重
く
て
仕
事
に
関
心
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

ソ
リ
シ
タ
は
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
状
態
の
も
と

で
は
、
実
際
に
行
わ
れ
た
処
置
に
お
い
て
、
ソ
リ
シ
タ
は
た
だ
自
分
の

義
務
と
さ
れ
た
こ
と
を
行
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
法
的
な
い
し
は
道
徳
的

に
悪
い
こ
と
は
何
も
行
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

実
際
は
、
ス
マ
ウ
ト
対
イ
ル
ベ
リ
ー
事
件

〔∽
日
ｏ
詳

メ
Ｈ♂
①崚
ヽ
８

〓
・
”
ヨ
Ｌ
〕
に
お
い
て
依
拠
さ
れ
た
原
則
は
、
本
人
が
代
理
人
に
そ

の
性
質
上
継
続
的
な
権
限
を
も
つ
代
理
権
を
与
え
、
そ
の
代
理
権
が
た

と
え
ば
本
人
の
死
亡
に
よ
っ
て
代
理
人
が
知
ら
ず
し
て
消
滅
す
る
の
な

ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
代
理
人
が
自
分
の
代
理
権
は
こ
の
よ

う
に
し
て
消
滅
し
た
の
だ
と
い
う
事
実
の
通
知
を
受
け
る
ま
で
は
、
代

理
人
は
当
初
与
え
ら
れ
て
い
た
代
理
権
を
実
行
し
て
な
し
た
行
為
に
つ

き
誰
に
対
し
て
も
自
ら
責
任
を
負
わ
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ス
マ
ウ
ト
対
イ
ル
ベ
リ
ー
事
件

〔∽
８
ｏ
ニ
メ
Ｈ♂
①崚
Ｌ
ｏ
〓
。
”
ョ
』
〕
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に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
原
則
は
、
そ
の
後
の
い
か
な
る
事

件
に
よ
っ
て
も
実
際
に
は
覆
さ
れ
て
い
な
い
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

サ
ル
ト
ン
対
ニ
ュ
ー
ビ
ー
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
会
社
事
件

〔∽
”
】けＯ
●

く
。

Ｚ
ｏｌ
切
①３
けｏ
●
Ｏ
Ч
ｏ
Ｆ
ｏ
９

［８
８
］
円
９
Ｆ工
３

の
事
実
は
、
か
な

り
の
程
度
本
件
の
事
実
に
似
通
っ
て
い
る
。
サ
ル
ト
ン
対
ニ
ュ
ー
ビ
ー

ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
会
社
事
件
で
は
、
ソ
リ
シ
タ
が
当
初
会
社
名
義
で
訴

訟
を
防
御
す
る
代
理
権
を
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
ソ
リ
シ
タ
の
代
理
権

は
、
公
判
直
前
の
会
社
の
解
散
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
訴
訟

は
会
社
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
仮
定
の
も
と
に
審
理
さ
れ
、
原
告
勝

訴
の
判
決
が
下
さ
れ
た
。
ソ
リ
シ
タ
も
原
告
も
、
公
判
後
に
な
っ
て
初

め
て
、
す
で
に
会
社
が
解
散
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の
だ
っ

た
。
ソ
リ
シ
タ
は
会
社
解
散
の
日
以
降
の
原
告
の
訴
訟
費
用
を
支
払
う

よ
う
に
命
じ
ら
れ
う
る
と
い
う
原
告
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
申
立
に
つ
い

て
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
裁
判
官
は
、
ス
マ
ウ
ト
対
イ
ル
ベ
リ
ー
事
件

３
日
ｏ
ニ

メ
】♂
①崚
Ｌ
ｏ
〓
・
鮨
ョ
Ｌ
〕
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
原
則

を
適
用
し
て
、
ソ
リ
シ
タ
は
、
会
社
を
代
理
す
る
代
理
権
を
当
初
有
し

て
い
た
の
だ
か
ら
、
会
社
の
解
散
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
か
、
当
然
払

う
べ
き
注
意
を
払
っ
て
い
れ
ば
知
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
時
ま
で

は
、
会
社
の
解
散
に
よ
っ
て
代
理
権
が
撤
回
さ
れ
た
後
に
、
そ
の
代
理

二
〇
七



軍

リ
ス
に
お
け
る
套

箋

芳

療

懸

艦

昌

Ｚ

房

街

―

ド
ゥ
ル
ー
対
す

犀

？

ヨ
Ｌ

旦

」Ｓ

お

５

３

書

ン
グ
対
ト
イ
子

毒

Ｒ
暴

亀

言

８
層

］
ス

〓

０
１

≡

二

〇

八

権
に
基
づ
い
て
行
動
し
た
こ
と
に
つ
き
責
任
を
負
わ
な
い
、
と
判
示
し

た
。
し
か
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
裁
判
官
は
、
公
判
当
日
に
ソ
リ
シ
タ
は

会
社
の
解
散
総
会
が
す
で
に
開
催
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た

の
で
、
そ
の
日
に
ソ
リ
シ
タ
は
会
社
が
解
散
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
照

会
す
る
責
任
を
負
わ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
後
か

か
っ
た
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
う
、
と
判
示
し
た
の
で
あ
っ

た
。
以
上
の
先
例
に
よ
り
導
か
れ
る
結
論
は
、
裁
判
所
は
そ
の
懲
戒
権

行
使
に
お
い
て
、
本
件
の
ソ
リ
シ
タ
に
対
し
て
原
告
の
訴
訟
費
用
を
支

払
う
よ
う
命
じ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
〔か
れ
は
、
さ
ら
に
、
ニ
ュ
ー
ビ
ギ
ン

バ
イ

ザ

ス
ィ
ー

ガ

ス
会
社
対
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
事
件

〔Ｚ
ｏＪ
ま
愴
一【●
‥げ
「
，
①
‐φ
ｏ
”
〇
お

ｏ
９

メ

＞
日

露

８
記

（円
鶏
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）〓
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口

８
８
、

ナ
ー

ス

対

ダ

ー

ン

フ
オ
ー
ド
事
件

〔Ｚ
●
３
ｏ
メ
∪
“
ヨ
」Ｒ
Ｏ
（日鶏
０）〓

ｏ
ド
し
。
ぶ
ら
、
フ

リ
ッ
カ
ー
対
ヴ
ァ
ン

グ
ル
ッ
テ
ン
事
件

〔フ
汁
Ｆ
Ｑ
メ
く
，●
ｏ
ど
諄
ｏ●

冒
８
呂
Ｘ
ｙ
ふ
お
〕、
ゲ
イ
リ
ン
ガ
ー
対
ギ
ッ
ブ
ズ
事
件
〔Ｏ
①【】【凋
ｑ

く
。
Ｏ
ｇ
∽
［冨
鴫
］
ｒ
Ｏ
Ｐ

卜ご
〕、
レ
イ
ノ
ル
ズ
対
ハ
ウ
エ
ル
事
件

〔卿
ｏ毯
ュ
，
メ
ロ
ｏヨ
①】【
（〓
お
い
。フ
∞
ρ

厠
Ｌ
８
〕、
法
務
総
裁
対

オ
デ

ル
事

件

〔＞
諄
ｏ
日

Ｑ

‐ｏ
ｏ
●
ｏ
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【
メ

ｏ
Ｏ
ｏ
〓

冒
８

８

Ｎ
９

■

じ

、

オ
リ
ヴ
ァ
ー
対
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
事
件

〔〇
【一く
ｑ

く
，
国
”●
Ｆ
　
ｏ出

同
記
瞥
●
ヽ

冒
８
昌

【
Ｑ
，

６
８
〕
、

ス
タ
ー
キ
ー
対

イ

ン
グ

ラ

ン
ド
銀

行
事
件

〔絆
ミ
″
①
Ч
´

国
”
●
Ｆ
Ｒ

Ｕ
記
貯
巳

一
［８
８
］
＞
。
Ｏ

目
じ
、

ド

ゥ
ル
ー
対

ナ

ン
事
件

〔∪
お
１

メ

Ｚ
日
５

（誌
ざ
）
卜
ρ

厠
・
口

８
Ｆ
誅

や
ｏ
８
〕
も
援
用
し
た
。
〕

原
告
側
の
Ｅ
。ト
ッ
ド
弁
護
士
の
訴
答
。本
件
の
よ
う
な
事
件
に
お
い

て
、
ソ
リ
シ
タ
は
不
法
に
行
動
し
た
場
合
に
の
み
訴
訟
費
用
を
支
払
う

よ
う
命
じ
ら
れ
う
る
と
い
う
提
案
は
、
フ
リ
ッ
カ
ー
対
ヴ
ァ
ン
グ
ル
ッ

テ

ン
事

件

〔『
■
ｏ
Ｆ
ｑ

メ
島
”
●

〇
ヨ
一けけｏ
い

冒
８

３

Ｎ
∩
ド

Ｒ

３

お
よ

び
ゲ
イ
リ
ン
ガ
ー
対
ギ
ッ
ブ
ズ
事
件

〔Ｏ
①
諄
記
一ｑ
メ
ｏ
豊
ｇ

冒
８
昌

員
ν
工
ｄ
〕
と
相
容
れ
な
い
。
ス
タ
ー
キ
ー
対
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
事

佐
Ｈ
〔∽
一”
『″
①
Ч
く
。
口
”
●
Ｆ
ｏ
」
同
Ｊ
¨
【“
●
ヽ

［い０
０
ω
］
」ｒ
Ｏ
。
〓
円♪
”
け
り
０
０
９

日
〓
日ヽ
３

に
お
け
る
デ
イ
ヴ
ィ
裁
判
官
の
判
断
は
、
コ
ー
ン
ン
対
ラ
イ

ト
事
件

〔ｏ
ｏ
【一一
●
メ
Ｊ
ミ
害
け」

∪
・”
Ｗ

Ｒ
己

に
お
い
て
述
べ
ら
れ

た
よ
う
に
、
代
理
人
と
推
定
さ
れ
る
者
が
そ
の
代
理
権
の
瑕
疵
に
つ
い

て
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
法
適
用
上
重
要
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ソ
リ
シ
タ
が
事
件
内
容
の
説
明
を
受
け
て
か
ら
す
で
に
時
の
経
過
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
ソ
リ
シ
タ
は
依
頼
人
が
神
経
衰

弱
を
患
つ
て
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
事



実
、
こ
れ
ら
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
本
件
の
ソ
リ
シ
タ
は
、
当
初
の
事
件

内
容
の
説
明
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
前
に
、
依
頼
人
の
精
神
状
態
に
つ

き
照
会
を
し
な
か
っ
た
点
に
つ
き
、
過
失
を
犯
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

後
日
言
渡
判
決
。
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